
団体名： 幸田町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 152.8 ％） （達成度 145.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.7 ％） （達成度 104.7 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 74.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 33.3 ％） （達成度 0.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 変更する

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ禍における新
たな生活様式、アフ
ターコロナを踏ま
え、商工業の振興に
寄与するイベントと
して実施する。

〇

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総合振興事業
（彦左まつり）

行政、地域諸団体、住民組織等
が協調して「彦左まつり」を開
催し、地域社会の活性化と地域
経済の振興・発展に寄与する。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため中止

参加団体及び
駅前地区商業

者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ禍における新
たな生活様式、アフ
ターコロナを踏ま
え、商工業の振興に
寄与するイベントと
して実施する。

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総合振興事業
（産業まつり）

幸田町が開催する「産業まつ
り」において、展示・即売会を
行い、地域商店及び地域産業の
振興・活性化を図る。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため中止

商工業者

指標
商工会関係出展者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ禍における新
たな生活様式、アフ
ターコロナを見据え
た販売促進活動等の
手法等を習得できる
機会としてＩＴ活用
をしながら実施す
る。

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手後継者等育成
事業

　町内の小規模事業者（若手経
営者・後継者等）を対象に、通
信技術の進展に伴い変化する販
売促進活動について学習し、若
手経営者等の育成、経営力の向
上を目的として本事業を実施す
る。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため中止

小規模事業者

指標
講習会参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな生活様式の中
において、青年部
員・女性部員の意識
を醸成できる事業を
企画して魅力ある組
織作りに努力する。

新型コロナ
ウイルス感
染症により
一部事業中
止

目標
数値

3
実績
数値

1
目標
数値

2

指標
女性部新入部員加入数 新型コロナウイルス感染

拡大防止により、主要事
業が開催出来なかった
為、新入部員獲得につい
ての機会が失われ十分な
結果が得られなかった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
0

青年部・女性部事
業

イベントへの参加や奉仕活動などを
通じて、町民とのふれあい、地域と
の関わりを持つことにより地域社会
の発展に寄与する。また、経営に必
要な知識の修得や資質の向上を図る
ための講習会・研修会・視察等を開
催し、小規模企業の振興・発展を図
る。

部員増強活動、商工会・行政主
催のイベントへの参加、奉仕活
動、他商工会青年部との交流、
部員間の交流事業、部員の資質
向上を図るための研修会の実施
・新入部員加入数
　青年部 1人、女性部 0人

青年部・女性
部部員

指標
青年部新入部員加入数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営環境が多様に細
分化され情報が氾濫
する現状において、
地域での経済動向に
係る情報交換の機会
は必要不可欠であ
り、継続して実施す
る。

〇

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

部会視察研修会参加数
指標

新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実績
数値

部会事業 商業・工業の各業種に属する会
員が、視察研修や経営に関する
情報の交換を行うことにより、
それぞれの業種及び事業におい
て改善を図る。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため中止

商工会員

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

働き手の減少が懸念
される中、労働環境
の適正化を図ること
で、雇用の維持確保
に繋げて行く。

目標
数値

5
実績
数値

5
目標
数値

指標

労働保険事務等の代行を
通して、小規模事業者の
事務処理負担の軽減化が
図られたと同時に労働保
険制度の適正な徴収に結
び付いた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業 商工会が労働保険事務等を代行
することにより、小規模事業者
の事務処理を軽減するととも
に、労働保険制度の適用促進、
保険料の適正徴収を図る。

労働保険料の申告、労働保険料
の徴収及び納付、労働保険の諸
手続き、労災保険特別加入の申
請、雇用保険資格得喪失手続き
の代行等を行う。
・新規委託事業所獲得　5事業所

小規模事業者

指標
新規委託事業所獲得

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経済社会の動向に対
して適宜に確実な情
報提供の機会を講じ
ることは必要である
為、より多数が参加
できる方法を工夫し
て実施する。

〇

新型コロナ
ウイルス感
染症により
一部事業中
止

目標
数値

123
実績
数値

91
目標
数値

指標

集団講習会は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止により開催
出来なかったため、効果につ
いては測定出来なかったが、
個別の指導により、小規模事
業者の経営に資する情報提供
と経営力向上に取り組む意欲
の醸成を図ることが出来た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会事業 小規模事業者に必要な金融・税
務・経営・経理・労働・情報化
等の知識を習得させるほか、時
事的な問題を周知させることに
より、事業者の資質の向上と円
滑な事業運営を図る。

講習会開催回数及び受講者数
集団講習会は新型コロナウイル
ス感染拡大の為中止した。
・集　団　　　0回　　　　0人
　（内、経営革新0回、0人）
・個　別 　　10回　　　91人
　　計　 　　10回　　　91人

小規模事業者

指標
講習会等受講者数

青色申告特別控除の
制度改正を機に国税
庁e-Ｔａｘの普及に
努める。職員に減員
が生じたことから目
標値を一旦下げて記
帳指導職員の資質向
上を図りながら目標
達成に繋げる。

目標
数値

95
実績
数値

90
目標
数値

150
実績
数値

確定申告受付件数
経理事務、決算および確
定申告の適正な処理と自
計化による経営の現状把
握に繋がったことで、経
営力の向上に結び付い
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

157

記帳継続指導 小規模事業者を対象に記帳方法
の指導を行うことによって、適
正な経理処理や決算、確定申告
ができるようになるほか、自計
化により経営内容が把握でき、
経営力の向上に結び付ける。

・指導対象者数　　　　　90人
・指導延日数　　　　　 394日
・指導延回数　　　 　　998回
・確定申告受付件数　　 157件

小規模事業者

指標
記帳指導対象者数

指標

目標
数値

600
実績
数値

917
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営改善に資する
多様な施策等が展
開されるなか、各
事業者が活用し経
営力の強化に繋ぐ
よう全職員体制の
巡回窓口指導を行
う。

〇
巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員等の商工会職員が一
般的に経営基盤の弱い小規模事
業者を中心に事業所へ訪問し、
融資等の金融相談・申告時期の
税務相談・労務相談等の経営全
般に係る様々な相談に対する指
導により、企業の経営及び技術
の改善が図られ、健全な企業が
育成される。このほか、創業も
対象とした経営全般に係る相談
窓口の設置によって経営改善に
資する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数　350社
・巡回窓口指導延件数　　917件
・課題解決提案件数　　　 29件
・経営革新承認件数　　　　1件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
小規模事業者への巡回訪
問、窓口指導を行ったこ
とで、経営全般に係る
様々な相談に対応すると
ともに、事業者の課題を
掘り起こし、提案指導に
結びつけたことで、経営
及び技術の改善に繋がっ
た。

実績
数値

29

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 幸田町商工会

得られた効果 備考

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.4 ％） （達成度 103.7 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 160.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 50.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 250.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.1 ％） （達成度 - ％） Ａ Ｂ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 変更する

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働環境に対する社
会的関心が高まる情
勢下において雇用安
定化に資する当該事
業を周知し、より多
くの受診者を確保で
きる体制を整備す
る。

新型コロナ
ウイルス感
染症により
一部事業中
止

目標
数値

90
実績
数値

109
目標
数値

－

指標
親睦事業参加者数

目標より25名増の受診者数を
達成したことから、前年以上
に中小企業、小規模企業の雇
用の安定に資する事業となっ
た。親睦事業は新型コロナウ
イルス感染拡大により開催出
来なかったため、効果につい
ては判定出来なかった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
－

福利厚生事業
（健康診断・親睦
事業）

中小企業、小規模企業の経営の
安定及び雇用の維持を図るた
め、事業主及び従業員の健康診
断事業及び親睦事業を実施す
る。

健康診断　年１回　実施
・事業参加者数　109名
親睦事業は新型コロナウイルス
感染拡大のため中止した。 会員事業所・

事業主及び従
業員

指標
健康診断事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回・窓口相談時に
各種共済制度を紹介
するほか、商工会報
に適宜広告を掲載
し、新規加入・増口
事業所の獲得の為普
及推進に全職員が努
める。

目標
数値

30
実績
数値

75
目標
数値

指標

各種共催を推進したこと
で小規模事業者の福利環
境整備に繋がった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業
（各種共済）

中小企業共済制度、愛知火災共
済、特定退職金共済、小規模企
業共済、中小企業倒産防止共済
等の普及推進を行うことによ
り、中小企業者の福利厚生の増
進及び経営の改善に寄与する。

・中小企業共済　　　 　45件
・愛知火災共済　　      0件
・小規模企業共済　      9件
・中小企業倒産防止共済　3件
・特定退職金共済　     18件
　　　　　　　合計件数 75件

商工業者

指標
新規・増口加入数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

勤続１５年以上は愛知
県知事賞、勤続１０年
以上は幸田町長賞、勤
続５年以上は幸田町商
工会長賞を表彰する。
実績値を参考に目標値
を下げる。

新型コロナ
ウイルス感
染症により
一部事業中
止

目標
数値

12
実績
数値

6
目標
数値

指標

中小企業の永年勤続従業
員の功績を称えたこと
で、従業員満足度を向上
させ、今後のさらなる能
力向上が期待できるよう
になった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労務対策事業 中小企業の永年勤続従業員の功
績を称えるとともに、今後のさ
らなる能力向上を期待して、従
業員の表彰事業を行う。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため通常総代会での授与式を中
止した。勤続１５年以上は愛知
県知事賞、勤続１０年以上は幸
田町長賞、勤続５年以上は幸田
町商工会長賞を被表彰者に授与
した。
・被表彰者数　　6人

中小企業に勤
務する従業員

指標
被表彰者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

健全な納税意識の醸
成を図り、申告納税
制度の適正化に寄与
することで、企業の
社会貢献に資する事
業とする。

新型コロナ
ウイルス感
染症により
一部事業中
止

目標
数値

5
実績
数値

8
目標
数値

指標
新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったが、役員の積極的
な新規会員加入勧奨活動
により目標を上回る新規
会員の獲得に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務対策事業
　　（法人会）

中小企業者に対し、健全な納税
意識の醸成を図ることで、企業
育成と申告納税制度の適正化に
寄与する。

・研修会・講習会等の開催につ
いては新型コロナウイルス感染
拡大のため中止した。
・新規会員数　8事業所 商工業者

指標
新規会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

管内小規模事業者
の安定的な経営を
支える為、公的資
金による運転・設
備資金の調達を斡
旋する。

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
症の影響を受けた事業者
への支援に資する有効な
周知機会となったほか、
商工業者の経営の安定化
に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

金融対策事業 地区内における商工業者の金融
の円滑化を図るとともに、各種
金融制度の周知及び普及を図
る。

融資制度周知案内
周知案内回数　２回

小規模事業者

指標
融資制度周知回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

幸田町の持つ魅力を
ブラッシュアップし
て、町内外に訴求で
きる新たな価値を創
出する為の活動を展
開する。

目標
数値

8
実績
数値

8
目標
数値

会議開催・事業参加回数

指標

幸田町のシティプロモー
ションに協賛し、観光資
源、特産品を活用した消
費開発などに関わったこ
とで、商工業者に対して
幸田町の活性化を図る為
の意識の醸成に繋がっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

観光振興事業 幸田町の観光資源、特産品を活
用し、町内外からの誘客するこ
とで地域の活性化と商工業の振
興を図る。

・幸田町うまいーもん創作委員
会の開催　　開催数 4回
・幸田町観光協会事業への協賛
参加回数　4回
　①父の日テイクアウトイベン
ト　4事業所
　②ロケツーセミナー　2名
　③12/7～1/17　ドラマロケ協
賛　15事業所
　④幸田消防カレー協賛11事業
所

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

工業の振興および
法令順守を周知す
る機会を以って、
会員事業所の健全
な経営を推進す
る。

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

指標

新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

工業振興事業 各種産業団体に対して、経営改
善に関する指導の一環として経
営に関するノウハウの情報交換
を通して経営環境の整備と向上
に資する活動を行うとともに地
域の活性化を図る。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため講習会を全て中止した。

工業者

指標
講習会参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

消費者に対する加盟
店舗の周知を強化す
ると共に、加盟店の
新規勧誘を継続的に
行いスタンプ会の組
織強化を図る。目標

数値
2,000

実績
数値

1,747
目標
数値

27

指標
加盟店数 消費者に対して様々なイベン

トを開催しスタンプの収集を
促し、満点カードの改修に繋
げられた。また、新規加盟店
も１店舗加入し組織力強化を
図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
28

商業振興事業 地域商店のＰＲ活動、ポイント
カード事業及びイベント事業の
実施により、地域商店の発展を
支援する。

・ポイントカード事業の実施
　（スタンプ回収冊数　1,747
冊）
・イベント事業（お祭り）の実
施
・加盟店　28店

商業者

指標
スタンプ回収冊数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

電灯料組合費を徴収
し、残存する７4本の
安全を確保する必要が
ある為、引き続き万全
な維持管理を行う。経
年劣化した街路灯を撤
去する為、目標値を下
げる。

目標
数値

79
実績
数値

74
目標
数値

指標

商店街のイメージアップ
と町の防犯を目的に建設
した街路灯の維持管理を
実施したことで、街路灯
の安全性が確保できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総合振興事業
（街路灯管理事
業）

平成元年に商店街のイメージ
アップと町の防犯を目的に建設
した街路灯の維持管理及び経理
事務を実施する。

年２回電灯料および組合費の集
金のほか、球切れ、故障等への
対応を行った。
・街路灯維持管理本数（74本） 商工業者

指標
街路灯維持・管理本数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ禍における新
たな生活様式、アフ
ターコロナを踏ま
え、商工業の振興に
寄与するイベントと
して実施する。

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止のため
評価なし

目標
数値

―
実績
数値

―
目標
数値

指標
新型コロナウイルス感染
拡大により開催出来な
かったため、効果につい
ては測定出来なかった。

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

総合振興事業
（新年名刺交換
会）

幸田町内商工業者の事業拡大の
一助として、商談会・情報交換
会を開催することにより、各事
業所の事業の活性化及び地域経
済の活性化を図る。

新型コロナウイルス感染拡大の
ため中止

商工会員

指標
名刺交換会参加者数

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


